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これらは人間にとつては異物です。体

に取り込まれた場合に分盈子・消化され

にくく脂肪に蓄積され、さまざまな害

を及ぼすことがあります。
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食品添白B物は、つくられ方によつて次のように分けられます。

どを原料として1ヒ学合成されたもの

(タ ール色素、OPP、 TBZな ど )

自然界に存在する物買をまねて合成したもの

(ビタミンA、 B、 C、 Eなど )

して奉u用されているものから抽出したもの

ウガラシ色素、クチナシ色素など)

存在するもの (花・樹本・毘虫・細菌・瓢物・食用

(カカオ色素、ト

でない海漂など)から抽出したもの

(コチニール色素、グアーガム、キサンタンガム、カラギナンなど)
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①保寄料
細菌やカピという生きた細胞のはたらきを抑

えるので、成長選中の子どもの細胞にも何ら

かの作用があると考えられます。

②調嚇料
旨味調味料として、特にアミノ酸はほとんど

の加工食品に使われています。強い旨味に慣

れてしまうと、野菜などいるいうな食べもの

を食べられなくなつてしまいます。

③ 車 硝 醸 ナ トリウ ム (車硝醸Na)

ハム・ソーセージ・イクラなどに、発色剤と

して使われます。現在使われている添加物の

中で最も危険で、強い毒性を持つてtヽ ます。
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